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マイクをにぎつて50数年 演 歌を歌う宣子さん…93歳 (笠間地区)撮 影 横 堀

磯  こ
の広報誌は共同募金の配分金を受けています。
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百
墨
罷
塞
憲

去
る
３
月
７
日
、
笠
間
市
友
部

公
民
館
で
、
福
祉
活
動
に
た
ず
さ

わ
る
人
々
が
集
い
、
第
５
回
笠
間

市
社
会
福
祉
大
会

（２
年
に
１
回

開
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
８
団
体

・
２‐
人
が
笠

間
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
善
意

銀
行
へ
の
寄
付
で
、
６
団
体
３
人

に
対
し
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。式
典
の
前
に
は
、
元

・
殿
さ
ま

キ
ン
グ
ス
の
多
田
そ
う
べ
い
氏
か

ら

「
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
は
心
か
ら
」

と
題
す
る
記
念
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

最
後
に
、大
会
宣
言
を
採
択
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。
（順
不
同

・
敬
称
略
）

百
墨
種
塞
義

民
生
委
員

・
児
童
委
員

原
田
　
　
衛
　
笠
間
地
区

社
会
福
祉
団
体
役
員

福
田
　
　
稔
　
笠
早
蘇
者
ク
ラ重
曇

安
回
き
み
子
　
笠
早
淫
讐
亀
楊
会

太
田
　
良
平
　
友
難
髪
乗
警
一雲

関
　
　
タ
キ
　
　
　
ク

飯
田
三
代
子
　
　
　
ク

塙
　
　
日日
子
　
笠
間
〓
手を
つな
ぐ
育
成
会

小
滝
　
　
都
　
　
　
ク

高
橋
　
一原
子
　
　
　
ク

ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア

笠
間
市
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
会
友
部
支
部

笠
間
市
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
会
笠
間
支
部

笠
間
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
指
導
士
会
笠
問
支
部

旭
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
康
体
操
の
会

お
達
者
ラ
ン
チ
会

ゆ
ず
り
葉

野
菊
の
会

や
す
ら
ぎ

貞
廣
可
代
子

林
　
多
見
子

社
会
福
祉
協
議
会
役
員

船
橋
　
慶
子
　
理
事

支
部

・
地
区
社
協
役
員

坂
本
　
紀
子
　
十～
ゆ
昼ヽ

太
回
キ
ヌ
エ
　
　
　
ク

楼
井
　
さ
よ
　
ま
な
だ
け
会

櫻
井
み
さ
子
　
　
　
ク

高
野
　
光
徳
　
生倉
支
部

佐
藤
　
澄
子
　
　
　
ク

内
補
　
正
夫
　
東
支
部

北
崎
　
百
彦
　
　
　
ク

社
会
福
祉
協
議
会
広
報
委
員

入
江
　
勇
太

小
菅
　
勝
之

中
村
　
　
晃

野
口
　
　
一貝

（故
）

笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

サ
ー
ク
ル
バ
ザ
ー
夢
工
房

笠
問
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会

笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
友
部
支
部

ダ
イ
ナ
ム
信
頼
の
森
茨
城
岩
問
店

イ
オ
ン
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
株
式
会
社

水
戸
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

講
師
は
、
元

・
殿

さ
ま
キ
ン
グ
ス
の
多

田
そ
う

べ
い
さ
ん
。

朝
早
く
、
自
分
で
車

を
運
転
し
て
、
練
馬

の
自
宅
か
ら
来
ら
れ

た
。
講
演
は
、
参
加

者
か
ら
級
長
を
選
ぶ

寺
子
屋
ス
タ
イ
ル
で
、

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
。

ま
た
、
多
田
さ
ん
は
、
息
子
が

病
気
で
亡
く
な
っ
て
始
め
た
骨
髄

バ
ン
ク
の
必
要
性
を
訴
え
る
活
動

の
な
か
で
、
人
間
は
ひ
と
り
で
は

生
き
て
い
け
な
い
こ
と
を
知

っ

た
。
例
と
し
て
、
演
檀
に
あ
つ
た

コ
ッ
プ
と
水
を
手
に
、

「
コ
ッ
プ
も
、
コ
ッ
プ
ひ
と

つ
だ

け
で
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い

が
、
水
が
つ
が
れ
る
こ
と
で
、
は

じ
め
て
コ
ッ
プ
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
」
と
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
は
、
地
域
に
と

け
こ
む
素
直
な
心
と
、
心
身
の
健

康
が
大
事
。
特
に
、
家
の
な
か
で

こ
ろ
ば
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

い
る
。
骨
折
し
て
、
２
週
間
入
院

し
た
ら
歩
け
な
く
な
っ
た
と
い
う

話
も
聞
く
。
布
回
で
こ
ろ
ぶ
人
が

意
外
に
多
い
と
。

最
後
に
、
ヒ
ツ
ト
曲

「な
み
だ

の
操
」
を
参
加
者
全
員
と
熱
唱
し

て
講
演
は
終
了
し
た
。
　

（藤
森
）

笠

間

演題 |ボランティアは心から」

一卿臨訂那雅ゴ博撃

1941年大阪市高槻市生まれ。

「殿さまキングス」結成に参加。
1974年には「なみだの操」が大ヒッ

ト。グループ解散後は、骨髄バン

ク支援のため、NPO法 人 「命の
つどい 。ふれ愛こんさ―と」理事

長として活躍中。2000年には、「全

国骨髄バンク推進連絡協議会」よ

り、特別功労賞を受賞。

ラ

与
ア
を
交
え
、
会
場
を
和
ま
せ
な
が

一
ら
行
わ
れ
た
。

中
　
多
田
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活

一
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
息
子

一
の
真
也
さ
ん
が
、
再
生
不
良
性
貧

一
血
が
原
因
で
２５
年
前
１８
歳
で
亡
く

一
な
っ
た
こ
と
。
当
時
、
骨
髄
バ
ン

一
ク
が
あ
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
息

↓
子
の
命
を
救
え
た
か
も
し
れ
な
い
３

一^
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
せ
っ
か
く

一
好
意
を
持
っ
て
や
っ
て
も
、
相
手

葬

絶

酪

難

≡
が
良
い
。
だ
か
ら
、
さ
れ
た
方
も

，
お
礼
を
言
う
が
、
本
当
の
お
礼

一
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
方
が

一！　一〓日ヽ
一ノ。

一ヽ
お
か
げ
様
で
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を

し
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「
い
ら
つ
し
ゃ
い
ま
せ
」

と
、
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
大
津

宣
子
さ
ん
は
、
大
津
晃
窯
の
三
代

目
晃
男
さ
ん

（１３
年
前
に
亡
く
な

る
）
の
奥
さ
ん
で
、
大
正
１０
年
９

月
２５
日
生
ま
れ
の
９３
歳
で
す
。

宣
子
さ
ん
は
夫
の
手
伝
い
を
し

な
が
ら
、
子
育
て

（５
人
の
子
ど

も
）
、
畑
仕
事
と
朝
か
ら
晩
ま
で

働
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

当
時
の
笠
間
焼
は
、
瓶
、
す
り

鉢
、
壺
な
ど
大
き
な
陶
器
が
ほ
と

ん
ど
で
、
そ
れ
を
移
動
す
る
の
に

は
女
の
力
で
は
大
変
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
登
窯
に
火
を
入
れ
る
と
、

４
日
３
晩
交
代
し
な
が
ら
火
を
見

守

っ
た
そ
う
で
す
。

訪
問
し
た
時
に
、
手
越
寿
会
会

長
の
回
口
房
雄
さ
ん
が
い
ら

つ

し
ゃ
り
、
回
口
さ
ん
は
宣
子
さ
ん

と
同
じ
年
齢
で
歌
の
先
生
で
す
。

夫
が
元
気
な
時
は

「何
、
う
な
り

屋
さ
ん
に
行
く
の
か
」
と
叱
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
マ
イ
ク
を
握

っ
て

５０
数
年
、
演
歌
を
好
ん
で
歌
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
食
後
、
お
店
で

１
時
間
ほ
ど
カ
ラ
オ
ケ
を
す
る
そ

う
で
す
。
こ
れ
が
私
の
健
康
法
で

す
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

４
世
代
９
人

「家
族
に
大
切
に

さ
れ
幸
せ
で
す
」
と
、
そ
し
て
、

ひ
孫
４
人
の
成
長
が
、
今
の
私
の

楽
し
み
で
す
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（塙
）

私
達
の
新
渡
戸
地
区
（１
６
３
世

帯
）
は
、Ｊ
Ｒ
岩
問
駅
か
ら
北
方
に

約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
、常
磐
線

を
両
側
に
挟
み
北
は
国
道
３
５
５

号
線
が
走
り
、中
央
に
カ
ワ
セ
ミ
が

生
息
す
る
桜
川
沿
い
に
田
園
が
広

が
っ
て
い
る
純
農
村
地
帯
で
す
。

新
渡
戸
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

は
平
成
２６
年
６
月
２３
日
に
発
足
し

た
ば
か
り
の
団
体
で
あ
り
、
運
営

委
員
長
以
下
１３
人
の
役
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
ゃ

そ
し
て
１０
月
５
日

（日
）
大
型

台
風
が
接
近
す
る
中
、
三
世
代
交

流
の
一
環
と
し
て
、
新
渡
戸
地
区

敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
の
準
備
が
整

っ
た
こ
ろ
に

は
、
外
は
小
雨
か
ら
大
雨
に
と
天

候
が
移
り
変
わ
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
出
席
者
を
全
員
で
出
迎
え
定

刻
通
り
式
典
を
開
始
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
山
口
市
長
、
常
井
県

議
会
議
員
を
お
招
き
し
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
後
、
当
地
区
で
米
寿
を

迎
え
ら
れ
た
２
人

（当
日
の
出
席

者
）
に
対
し
、
市
長
か
ら
祝
状
の

伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、
「
市
長
か
ら
米
寿
の
祝

状
を
貰
う
ま
で
長
生
き
す
る
ん

運
営
委
員
長
　
西
野
　
孝

一

だ
」
と
頼
も
し
い
声
が
聞
か
れ
会

場
を
大
い
に
沸
か
せ
、
な
ご
ま
せ

る

一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

式
典
も
滞
り
な
く
終
了
し
歓

談

・
余
興
の
部
へ
と
入
り
、
ガ
マ

の
油
売
り
の
口
上
で
は

「
チ
ク

（嘘

・
偽
物
）
の
刀
で
切

っ
て
も

血
は
で
ね
べ
」
と
会
場
を
笑
わ
せ

た
り
、
笠
間
観
光
数
え
歌
を
皆
で

楽
し
く
踊
り
、
ま
た
マ
ジ
ッ
ク
で

は
手
先
の
あ
ざ
や
か
さ
に

一
同
驚

い
た
り
、
タ
ネ
を
見
抜
こ
と
真
剣

に
目
を
凝
ら
し
て
い
る
姿
が
と
て

も
印
象
的
で
あ
り
ま
し
た
。

楽
し
い
一
時
も
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
去
り
、
来
年
の
再
会
を
約
束

し
交
流
会
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は

「困
っ
た
時
は
お

互
い
さ
ま
」
の
精
神
で
、
地
域
に

住
む
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
家
事
や
育
児

・
移
送
な
ど

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
支
援
を
す

る
会
員
制
の
有
償
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス

・
買
い
物

・
食
事
の
支
度

・
洗
濯

・
掃
除

・
話
し
相
手

・
薬
も
ら
い
。
外
出
時
の
付
き
添
い

子
育
て
サ
ー
ビ
ス

・
乳
幼
児

・
児
童
の
お
世
話

・
産
前
、
産
後
の
お
手
伝
い

移
送
サ
ー
ビ
ス

・
通
院
や
外
出
時
の
送
迎

※
介
護
認
定
者
お
よ
び
障
害
者
手

帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
２
９
６

（７
８
）
３
９
３
９

このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。



１
月
３‐
日
、
笠
間
市
友
部
公
民

館
で

「支
部
地
区
社
協
活
動
研
究

集
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

研
究
集
会
の
内
容
は
２
部
構
成

で
、
第
１
部
は
支
部
社
協
活
動
報

告
で
、３
地
区
二
中
央
支
部
」
「泉

Ａ
地
区
社
協
」
「池
野
辺
支
部
」
）

の
代
表
に
よ
っ
て
、
活
動
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、　
一
般
社
団
法
人

社
会
的
包
摂
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
の
遠
藤
智
子
さ
ん
の
豊

富
な
経
験
と
実
績
に
も
と
づ
く
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

年
中
無
休
で
、

け
ら
れ
ま
す
」

遠
藤
智
子
さ
ん

は
、
準
備
さ
れ
た

資
料
に
沿

っ
て
話

し
を
進
め
て
い
か

れ
ま
し
た
。

「
寄

り

添

い

ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン

（悩
み
事
相
談
電

話
）
は
、
生
活
す

る
上
で
困
っ
て
い

る
人
々
の
電
話
相

談
を
受
け
る
窓
回

で
す
。
こ
の
電
話

で
は
、
２４
時
間

・

無
料
の
相
談
が
受

そ
の
概
略
は
次
の
通
り
で
し
た
。

◆
相
談
の
体
制
と
内
容

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
運
営
は
厚
労

省

（被
災
３
県
を
除
く
全
国
）
と

復
興
庁

（被
災
３
県
―
岩
手
県
、

宮
城
県
、
福
島
県
）
の
予
算
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
員
は
全
国
で
約
１
７
０
０

人
で
連
携
団
体
は
約
７
０
０
団
体

に
の
ぼ
り
、
ま
た
、
か
か
つ
て
く

る
電
話
の
数
は
、
１
日
３
万
件
、

１
年
間
で
一
千
万
件
を
超
え
ま
す
。

相
談
の
内
容
は
、
家
族
問
題
、

）

心
と
体
の
悩
み
、
経
済
問
題
、
労

働
問
題
な
ど
で
す
。
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
で
は
寄
り
添
い
相
談

・
支
援
を

お
こ
な
っ
て
か
ら
、
地
域
の
相
談

へ
つ
な
い
で
い
ま
す
。

◆
地
域
と
の
連
携

最
後
に
、ま
と
め
と
し
て
、
ホ
ツ

ト
ラ
イ
ン
と
地
域
と
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

「
電
話
相
談
を
、
地
域
の
社
会

福
祉
機
関

（社
会
福
祉
事
務
所
、

児
童
相
談
所
、社
会
福
祉
協
議
会
）

へ
つ
な
い
だ
時
、
民
生
委
員
や
社

会
福
祉
協
議
会
に
つ
な
が
り
を
持

つ
人
達

（社
会
福
祉
の
専
門
家
で

は
な
い
が
社
会
福
祉
の
事
を
知
っ

て
い
る
人
―
弱
い
専
門
性
）
に
も

協
力
を
え
て
、
相
談
者
が
自
立
で

き
る
よ
う
支
援
を
し
て
く
だ
さ
る

事
が
重
要
で
す
」

講
演
が
終
わ
り
、
参
加
者
は
思

い
思
い
の
気
持
ち
で
、
会
場
を
後

に
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
（調
）

友
部
地
区
の
中
央
支
部
は
、
友

部
駅
前

一
帯
の
地
域
で
文
字
ど
お

り
中
央
に
位
置
し
ま
す
。
支
部
は

昭
和
５４
年
に
設
立
さ
れ
今
年
で
３６

年
に
な
り
ま
す
。

収
入
は
社
協
会
費
の
還
元
金
と

福
祉
バ
ザ
ー
の
売
上
金
で
す
。

活
動
の
主
な
も
の
は
、
高
齢
者

の
福
祉
、
地
域
に
於
け
る
福
祉
活

動
の
推
進
、
三
世
代
交
流
の
推
進

広
報
活
動
等
で
あ
り
ま
す
。

◆
活
動
の
内
容
は

配
食
サ
ー
ビ
ス

毎
月
第
３
金
曜
日
に
約
８０
食
を

調
理
し
高
齢
者
宅
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン

①
散
策
今
年
は
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園

を
散
策
し
ま
し
た
。

②
会
食
会

‐２
月
に
手
打
そ
ば
の
会
食
会
に

１
０
０
人
程
の
高
齢
者
を
招
い
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
津

軽
三
味
線
で
し
た
。
大
変
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
齢
者
親
善
交
流
会

年
１
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
輪

）

投
げ
の
大
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
９４
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
高
得
点
の
人
も
い
て
驚

が
く
で
し
た
。

三
世
代
交
流
　
　
　
　
　
ヤ

地
区
単
位
で
実
施
し
て
い
る
事

業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
５
地
区
で
実
施
し
餅
つ

き

・
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー

・
防
災
訓

練
、
レ
ク
リ
エ
ー
ンヽ
ョ
ン
等
至
父

流
を
深
め
ま
し
た
。

各
区
に
会
員
会
費
の

一
部
を
還
元

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
交
付
さ

れ
る
還
元
金
の

一
部
を
各
行
政
区

（２２
区
）
に
還
元
し
区
の
福
祉
事

業
の
向
上
に
役
立
て
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
央
支
部

独
特
の
様
で
す
。

以
上
、
活
動
の

一
端
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

八王子市に生まれる。人三

子市役所に29年間勤務。1989

年 より、女性のための心理

相談分野での活動を始める。

2011年10月、一般社団法人社

会的包摂サポートセンターの

事務局長に就任。

演題 「寄り添う人づくり・緑づくりJ
～寄り添いホットラインから見えてきたこと～



泉
Ａ
地
区
社
協
は
、
愛
宕
山
の

ふ
も
と
東
面
、
南
面
に
広
が
る
、

６
区
、
２
８
３
世
帯
、
７
８
５
人

の
田
園
地
域
で
あ
る
。

社
協
設
立
は
、
東
日
本
大
震
災

の
直
後
か
ら
準
備
を
し
、
平
成
２３

年
７
月
９
日
の
第

一
回
代
議
員
会

を
も

っ
て
設
立
さ
れ
た
。

◆
活
動
内
容

「ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
に
よ

る
、
三
世
代
交
流
事
業

「交
通
安
全
教
室
」
（笠
間
署
、

交
通
安
全
母
の
会
）

「賢
い
消
費
者
と
な
る
た
め
に
」

（笠
間
市
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
）

「
シ
ル
バ
ー
健
康
体
操
」
（川
澄

清
子
氏
他
）
「童
一詰

。
日
本
の
歌
」

（青
木
千
丈
氏
ヽ
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
コ

マ
キ
ケ
イ
Ａ
Ｂ
Ｃ
ア
カ
デ
ミ
ー
）

「
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
」
（広
水
加

代
氏
他
）

敬
老
事
業
へ
の
協
力

山
根
地
区

・
五
霊
地
区

・
北
根

地
区
・ケ
ア
セ
ン
タ
ー

「
い
ず
み
」

敬
老
会
ス
ポ
ー
ツ
事
業

輪
投
げ
大
会
主
催

（２
回
）

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会
主

催

（６
回
）

研
修
事
業

施
設
見
学
会

（ケ
ア
セ
ン
タ
ー

「
い
ず
み
」
（鳴
田
正
美
社
長
）

間

し ン ミ活 二 る 安 た 行 る 互 本 り こ 2 区 区 さ 月 は

開 ヨコ た の せ が れ を え お 基 隣 向 は 3 8 政立 1 2 部

副
署
熙
署
製
圏
樹
型

運
営
委
員
長
　
中
村
　
彦
蔵

第
四
回
笠
間
市
社
協
福
祉
大
会

文
化
講
演
会

（伊
藤
千
尋
氏
）

社
協
広
報
研
修
会

（３
回
）

笠
間

・
岩
間
地
区
合
同
研
修
会

（阿
見
町
筑
見
地
区
自
治
会
）

地
域

。
団
体
と
の
連
携

五
霊
地
区
懇
親
会

（年
４
回
）

北
根
長
寿
会
定
例
会

（毎
月
第

２
水
曜
日
）

シ
ル
バ
ー
健
康
体
操

（毎
月
第

１
～
３
金
曜
日
）
「北
根
公
民
館
」

岩
間
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル

フ
協
会
主
催
の
大
会

・
練
習
会

広
報
紙
の
発
行

創
刊
号
～
第
７
号

（年
２
回
）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
（回
収
率
７６
・８
％
）

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

池
野
辺
支
部
で
は
６５
歳
以
上
の

人
口
比
率
は
４４
％
を
越
え
、
約
半

数
の
方
が
隣
近
所
の
方
と
行
き

来
し
て
お
り
、
近
所
づ
き
あ

い

が
多

い
こ
と
が
わ
か
り
、
身
近

に
高
齢
者
の
方
が
増
え
て
い
る

こ
と
や
、
自
分
が
高
齢
に
な

っ

た
こ
と
を
考
え
お
互
い
助
け
合

え
る
関
係
で
あ
り
た
い
と
願
う

人
が
９０
％

（ぁ

ぃ
さ
つ
・
立
ち

話
も
含
む
）
に
達
し
ま
し
た
。

健
康
に
関
す
る
不
安
が
多
く
、

周
囲
の
方
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

へ
の
関
心
が
高
く
、
日
常
の
困
り

ご
と
や
今
後
起
き
る
で
あ
ろ
う
こ

と
に
、
病
院
等
外
出
送
迎
、
声
か

け
等
安
否
確
認
を
希
望
し
て
い
る

方
が
４０
％
弱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
部
内
で
の
協
力
と
し
て
出
来

る
限
り
協
力
し
た
い
、
都
合
が
つ

け
ば
協
力
し
た
い
が
７０
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
に
向
け
て
の
課
題

身
近
な
と
こ
ろ
で
仲
間
と
楽
し

く
集
う
サ
ロ
ン
づ
く
り
。

講
座
、
福
祉
勉
強
会
、
困
り
ご

と
相
談
な
ど
を
行
政
や
社
協
と
連

携
し
開
催
し
て
い
く
。

マ
ッ
プ
づ
く
り
と
支
援
体
制
づ

く
り
を
し
な
が
ら
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
等
を
支
援
す
る
。

〔≧墓勤
このマウ の引 て 嘩 鞠 跡 明 棘 共同募鋼 用され0戦



「
第

一
火
曜
日
の
会
」
で
は
、

心
と
身
体
の
健
康
の
た
め
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
岩
間
保
健
セ
ン
タ
ー

で
の
、
い
ち
こ
大
福
を
つ
く
る
体

験
型
学
習
会
も
大
盛
況
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
研
修
会
で

も
、
様
々
か
つ
活
発
な
活
動
が
あ

り
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
民
間
企
業
の

「ダ

イ
ナ
ム
信
頼
の
森
」
さ
ん
が
、
地

域
貢
献
の
た
め
に
積
極
的
に
活
動

さ
れ
て
い
る
の
で
こ
紹
介
し
ま
す
。

暖
か
い
春
が
や
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
身
体
を
ほ
ぐ
し
が
て
ら
、
こ

の
機
会
に
興
味
の
あ
る
活
動
に
参

加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
よ
う
。

翔
謂
益
罰

２
郵

レ
ク
リ
エ
８
シ
ョ
ン
で
リ
フ
レ
ツ
シ
ュ
！

基
囲
▼
　
　
鯉
淵
　
渡
辺
　
幸
江

２
月
３
日

（火
）
社
会
福
社
会

館
に
て
行
な
わ
れ
た
第

一
火
曜
日

の
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
毎

月
第

一
火
曜
日
に
い
ろ
い
ろ
な
企

画
が
用
意
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、

今
回
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
こ
と
で
参
加
し
て
み
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
講
師
は

武
藤
幸
枝
先
生
で
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
指
導
は
も
と
よ
り
、
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生
と
し
て

各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
先

生
の
お
話
し
は
と
て
も
お
も
し
ろ

く
、
心
と
身
体
の
ケ
ア
を
取
り
入

れ
た
運
動
や
、
歌
に
合
わ
せ
て
指

を
動
か
し
た
り
、
じ
ゃ
ん
け
ん
で

の
ゲ
ー
ム
な
ど
簡
単
そ
う
な
の
に

意
外
と
難
し
い
も
の
に
み
ん
な
で

）

大
笑
い
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
は
手
話
ソ
ン
グ
で
手
話

に
触
れ
、
マ
ユ
一体
験
」
で
は
折
り

紙
や
年
乳
パ
ッ
ク
エ
作
と
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。

折
り
紙
で
は
つ
ま
よ
う
じ
入
れ

な
ど
を
作
り
、
牛
乳
パ
ッ
ク
は

コ
ー
ス
タ
ー

・
箸
置
き
を
作
り
ま

し
た
。
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
は
初
め

て
の
経
験
で
し
た
が
、
難
し
い
け

ど
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
ど
の
作

品
も
ち
ゃ
ん
と
出
来
上
が
る
と
う

れ
し
い
も
の
で
す
ね
。

ミ
ニ
体
験
と
い
う
こ
と
で
時
間

が
短
く
大
変
で
し
た
が
、
い
い
経

験
が
で
き
楽
し
か
っ
た
で
す
。

今
回
充
実
し
た

一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
、
参
加
し
て
良
か
っ

た
で
す
。

こ
大
福
づ
く
り
」

岩
間
保
健
セ
ン
タ
ー

センターだより
фO● 0● し●

― コ

暇耐
ち

ゃ鞠野幽 毎毘述ラシラ
｀
フ 調顕癌鎮 昭 韓Ⅲ

Ｖ

ホ

　

ト

で

友部ボランティアセンター

笠間支所 石 井 717

岩間支所 下 郷 5139‐ 1

TEL0296-78‐ 2626

TEL0296-73‐ 0084

TEL0299-45‐ 7889

FAX0296‐ 78‐2626

FAX0296‐ 72‐3722

FAX0299‐ 45‐6250

4月 ～第 13土 曜日 午 後 1時30分 ～3時 30分 笠 間 公 民 館 手話つてなに?聴 覚
に障がいのある方の
コミュニケーション

手段のひとつです。

4月～第2.4土曜日 午 後1時00分 ～3時 岩 間 公 民 館

4月～第2.4金曜日 午 後1時30分 ～3時30分
4月～第2.4土曜日 午 前10時～12時

4月 ～第 1,3木曜日 午 後2時 ～4時
点字にはどんなルール
があるのでしょう…。4月～第2.4火曜日 午 後1時30分 ～3時 30分

市民センター

い  わ  ま

傾聴ボランティア講座
H2フ  6/4(木 )、6/11(木 )、6/18(木 )
午前9時 30分 ～ 12時 30分

相手の気持ちを受け
入れ心を込めて聞く
ための学習です。

読 み 間 か せ 講 座
6/11(木)、フ/9(木)、8/20(木 )、9/10(木 )、
10/8(木 )、11/12(木 )、12/10(木 )、1/14(木 )、
2/18(木 )、3/10(木 )

読み間かせの基礎を

学びましょう

講座が決まり次第 「広報かさま」に掲載します。



ボランティア
0の фO● ●0

）

平

成

狛
軍

里

ぎ

彰

矛

イ

Ｚ

詔

囲

電

爾

盟

ヨ

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
醸
会
は
各
支
所
こ
と
に
組
織
さ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資
質
向
上
を
目
的
に
学
習
会

な
ど
を
行
い
、仲
間
づ
く
り
や
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。▲フ
回
は
笠
間
支
所
を
と
り
上
げ
ま
し
た
。

皆
様
か
ら

「ま
た
参
加
し
た
い

ね
」と
い
う
言
葉
が
多
く
、
１
ゲ
ー

ム
が
短
い
時
間
で
終
わ
る
の
で
ひ

と
り
３
ゲ
ー
ム
ぐ
ら
い
し
た
い
と

い
う
人
が
多
く
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
あ
り
、
交
流
会
は
楽

し
く
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

輪
投
げ
大
会
が
笠
間
市
民
体
育

館
で
行
わ
れ
、
１
６
２
人
と
多
く

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
士
会
の
方
々
が
準
備
体
操

も
兼
ね
た
運
動
を
教
え
て
く
れ
た

り
、
日
ご
ろ
ひ
と
り
で
は
で
き
な

い
回
の
中
を
動
か
す
体
操
な
ど
、

楽
し
く
指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
輪
投
げ
大
会
に
移
り

チ
ー
ム
は
別
の
サ
ー
ク
ル
の
人
た
ち

と
５
人
一
組
に
な
り
、
ま
る
で
友
達

の
よ
う
な
雰
囲
気
で
、
あ
っ
と
い
う

間
に
終
了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
結
果
が
で
ま
し
た
。
一

位
か
ら
十
位
ま
で
や
、
と
び
賞
の

発
表
が
あ
り
、
参
加
し
た
皆
様
は

自
分
の
チ
ー
ム
が
入
る
か
ど
う
か

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
待
っ
て
い
る

様
子
や
、
他
の
チ
ー
ム
の
順
位
が

発
表
に
な
る
と
拍
手
が
起
こ
る
な

ど
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
初
め
て
の
事

（輪
投
げ

大
会
）
だ
っ
た
の
で
、
人
が
集
ま

る
か
ど
う
か
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
輪
投
げ
と
い
う
こ
と
で
、
快

良
く
引
き
受
け
て
く
れ
る
方
が
大

勢
で
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

救
急
法
を
学
ぼ
う
と
、

パ
ル
，
ン
ア
ー
ト

豊
謁
甥
多
お
そ
ア

「
ダ
イ
ナ
ム
信
頼
の
森
」
さ
ん

が
活
動
を
は
じ
め
た
き

っ
か
け

は
、
「
企
業
と
し
て
地
域
の
み
な

さ
ま
に
、
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
で
き
な
い
か
」
と
た
ず
ね
ら

れ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
岩
間
支
所
で
実
施
し
て
い
る

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
の
お
弁
当
配

送

（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
四

つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
）
に
昨
年
の

８
月
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
う
い
つ

た
企
業
と
の
つ
な
が
り
を
社
会
福

祉
協
議
会
と
し
て
も
大
切
に
し
、

地
域
の
方
と
の
橋
渡
し
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「ダ
イ
ナ
ム
信
頼
の
森
」
岩
間
店

副
店
長
　
萩
原
　
秀
則

実
際
に
ご
年
配
の
方
と
接
す
る

な
か
で
、
お
話
を
真
摯
に
聞
く
よ

う
に
意
識
し
て
接
す
る
と
、
話
し

は
弾
み

「若
い
と
き
は
…
」
等
の

雑
談
に
な
る
よ
う
な
時
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
て
い

る
時
の
嬉
し
そ
う
な
顔
は
、
元
気

を
貰
え
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

我
々
に
出
来
る
こ
と
は
少
な
く

微
力
な
も
の
で
す
が
、　
一
人
で
も

多
く
の
方
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う

尽
力
し
て
い
き
ま
す
。
機
会
を
い

た
だ
い
た
社
会
福
祉
協
議
会
に
感

謝
し
末
永
く
お
付
き
合
い
さ
せ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

!急募ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
に
お
弁
当

を
届
け
る
配
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

配
送
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
は
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
活
動
日

（第
１
～
４

金
曜
日
）
と
な
り
ま
す
。
特
に
男

性
の
方
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

笠
間
市
社
協
笠
間
支
所

ＴＥＬ
０
２
９
６
（７
３
）０
０
８
４

鶴
鵬
ピ

も
このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が,舌用されています。

ねらいをさだめて
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彗重の重魁8『 働りが色D3幽 億調御調
平成26年11月1日～平成27年2月 27日まで(順不同・敬称略)

ウ

使用済み切手多数

おむつ多数

エコキャップ多数

エコキャップ多数、71レタブ多数

ブルタブ多数

エコキャップ多数、アルミ缶多数

エコキャップ多数、使用済み切手多数

エコキャップ多数、使用済み切手多数、

クリップ多数

エコキャップ多数、プルタブ多数、

使用済み切手多数

エコキャップ多数、力 しタフ多数、

アルミ缶多数

未使用はがき多数 切 手多数

紙おむつ多数、包装紙

紙おむつ、洗剤、その他

衣料品多数

使用済切手2.532枚

竹江 岩 一、愛の里、吉田 正 次

瀧本 越 平

土師地区社会福祉協議会、

県立中央病院 (施設課 ・消毒室 。リネン室)、

児山 甚 子、大沢中3区 、

NPO法 人なかよし学葦保育の会

岩間第一小学校児童クラブ、

イチカワユニオン岩間支部、森田屋、

稲田幼稚園、てらざき保育所、小林 か づえ、

市民センターいわま、花水木、大沢保育園、

旭エスケービー伸

さくら幼稚国、いわま保育田、

笠間市立岩間中学校生徒会、おしのべ保百田、

山中 と しい、空間市立友部小学校児重会、

働伊藤石材工業、柏井クラブ、飯田自動車0

かさまグリーンAウ ス、ポプラクラブの会、

斉藤 ま さ、宍戸小学校

いなだ保育所

セン トラル医学検査研究所、

めぐみ保育園、空間工芸の丘、

ナブコシステム伸茨城支店、泰栄電器株式会社、

不二製油帥関東工場

ともべ保育所

額田 義 文、山田 こ う

ありんこ

小山 略 子

成田 政 志 (故)

伊勢甚友部スクエア

岩間第一幼稚日

雑巾50枚

手編み電子、地下多数

パザー品

手作りお手玉27日

台8、きん多数

車いす6台

ス トージ2台

クリスマスブーツ実子詰め合わせ]16個

小松菜多数

さつまいも

キャベツ 15玉

お米 60略

みかん 2箱

大根 切 り干し大根多数

エコキャップ多数、男性用下着多数、

じゃが手多数、大根 白 菜多数

高齢者クラブ原宿会

馬 よし江

さくら幼稚園PTA

こうゆう会

深谷 静 枝

水戸ヤクル ト販売仰

臨田 美 子

イオンフー ドサプライ株式会社

山口 昇

大澤 恵 子

帥茨城生科研

上郷地域うまい米づくり研究会

太子堂奉賛会

美留町 文 男

匿名

―村 拓 次郎、稲田小児童クラブ

使用済切手 ].223枚 、      空 間地区民生委員児重委員協議会

使用済テレフォンカー ド21枚

未使用八ガキ、使用済切手多数  池 田 好 子

ブルタブ多数 使 用済み切手多数 佐 由の館

エコキャップ多数 配 食弁当掛け紙 と もべ幼稚田

エコキャップ6大 袋、ブルタブ多数、 ガ ールスカウ ト茨城県第30団

使用済みテレカ多数

今関 和 彦

笠間語り部の会

ニューサウンズオーケス トラ

笠間エスシー協同組合

笠間市体育協会スポーツダンス部

打越 貢 (故)

相山千歳会

笠間市百齢者クラブ連合会岩間支部女性委員会

」A常 陸友部花き部会

」A常 陸組合員ゴルフ大会

入江 俊 郎

友部第二小学校放課後児童クラブボランティア

パシフィックスポーツプラザ

置みを考える会

友部読書会連台会

飯田自動車0

匿名

¥52,000

¥8,000

¥30,000

¥2.160

¥ア、000

¥1001000

¥3,028

¥301000

¥201000

¥50,474

¥ 1 5 5 1 2

¥121150

¥32.880

¥31000

¥101000

¥13,656

¥フ2.805

し

日常の困りごとなど何でも相談してください(無料・秘密保持)

時 間 : 1 3 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0 優 付師 3 0 ま印こお願いしま切

衝

袋

Ｑ

目

１
用
は
往
っ
て
し
ま
う
、
２
月
は
逃
げ
て
し
ま
う
、

３
月
は
去
っ
て
し
ま
う
と
吉
い
ま
す
が
、
今
年
も
も

う
３
ヶ
用
が
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

先
の
大
戦
で
、
日
本
は
約
２
５
０
の
都
市
が
罹

災
し
ま
し
た
が
、
１１
年
後
に
は

「も
は
や
戦
後
で

は
な
い
」
と
言
わ
れ
、
昭
和
３３
年
に
、東
京
タ
ワ
ー

が
竣
工
し
、
昭
和
３９
年
に
は
新
幹
線
の
開
通
や
東

京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
し
、
驚
異
的
な
復
興
を

遂
げ
ま
し
た
。

「
日
本

っ
て
す
ご
い
な
」
と
思
い
ま
す
。

こ
の
パ
ワ
ー
で
、
東
日
本
大
震
災
で
の
被
害
が

１
日
で
も
早
く
復
興
さ
れ
る
事
を
望
み
ま
す
。

今
ま
で
、
こ
の
類

（社
協
だ
よ
り
他
）
の
小
冊

子
は
、　
一
見
す
る
程
度
で
し
た
が
、
編
集
に
携
わ

り
１０
数
人
の
編
集
員
が
、
４
回
集
ま
り
完
成
さ
せ

る
の
を
知
り
、
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
言
う
の
を

痛
切
に
感
じ
た
次
第
で
す
。
　
　
　
　
　
（内
桶
）

お問い合 わせ先

社会福祉法人
友部支所 TEL0296 770730 FAX0296 78-3933

笠間i電所 TEL0296 73m84 FAX0296t72-3722
岩問支所 TEL0299 45‐7鶴9 FAX0299-4予62卸

雷蘇比名皆最鑑艦混1/1
支える重要な財源であり、多様な福祉活動に  ti=チ

活用させていただきます。

楔

笠問支所
く毎週火幡日)

友部支所
(毎週水曜日)

友部社会福社会館

岩間支所
(毎週木昭日)

社協笠問支所 岩問保健センター

4月 7日・14日 ・21日 ・28日 1日・3日 ・15日 ・22日 2日・9日・16日・23日・30日

5月 12日 ■9日 ・26日 13日 27日 7日 ・14日 21日 28日

6月 2日'9日」6日・23日 ・30日 3日・10日 ・17日 ・24日 4日・11日・18日・25日

7月 7日・14日・21日 ・28日 1日 8日 22日 29日 2日・9日H6日 ・23日 ・30日

法 律 tE談 縛 前に心配ごと相談所へご相談ください。

笠間支所 友部支所 岩問支所

第3金曜日屯間けや1勢抑

(1月のみ第4全曜日)
第1金曜日10:00～12:00

(1月のみ第2金曜日)
第2全曜日10:00～12:00

(1月のみ第3金曜日)

笠間市社会福祉協議会


